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研究成果の概要（和文）：本研究は、人口減少下の日本社会において、海外からの移民の社会的統合についての比較研
究を行った。具体的には、移民の国籍や法的な滞在地位といった受入の文脈の相違が、2000年代後半に起こった経済危
機下における失業経験にどのような違いをもたらしているのか考察した。本研究では、非熟練労働に従事する移民労働
者に注目し、静岡県の移民を対象とする質問紙調査のデータを用いて分析を行った。分析の結果、国籍間の失業率の相
違の一部は、研修・技能実習生の比率の相違から生じていること、移民のなかでも日系人の失業率が高く、その理由は
、派遣・請負といった雇用契約のあり方に起因していることなどが、明らかになった。

研究成果の概要（英文）：Given the population decline in Japan, this study compared the trajectories of 
immigrants' integration into the host society by nationality and by residence status. This study explored 
the way in which the context of reception for immigrants affected a likelihood of becoming unemployed 
during the period of financial crisis in the late 2000s. In this study, I used the data derived from the 
surveys for immigrants in Shizuoka Prefecture, conducted in 2007 and in 2009 to examine the economic 
situations among unskilled immigrants in Japan. What I found in this study is that a likelihood of 
unemployment in a given group of immigrants depended on the composition of trainees and technical interns 
in this group. After controling for this status of trainees and interns, we see that Latin American 
immigrants of Japanese descent were still likely to become unemployed than other immigrants because of 
their precarios nature of employment contract.

研究分野：社会学
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１．研究開始当初の背景 
  
日本社会では、80年代以降のグローバル化
の進展とともに、多くの外国出身の移民・外
国人の受け入れを経験し、近年では、少子高
齢化にともなう人口減少に直面するなか、移
民労働者の受け入れをめぐる議論が活発に
行われてきた。そうしたなか、日本でも、さ
まざまな国籍や階層の人々を対象とした小
規模な調査研究が活発に行われてきた。しか
し、その一方で、先行研究にはいくつかの問
題があった。第 1に、その多くは、小規模な
質的調査にもとづくものであり、その知見の
一般化にはさまざまな留保を伴う。第 2 に、
これまでの研究は、特定の出身国・地域の
人々に限定して、移民・外国人の定住化、就
業構造、子どもの教育について論じるものが
多く、異なる国籍や出身地域の移民・外国人
を体系的に比較し理論化を図るものは、ほと
んど見られなかった。 
 他方で、欧米では移民を対象とする階層移
動、地位達成に関する研究は数多く行われ、
複数の移民集団の比較にもとづく研究も多
い。分節化された同化理論は、移民のホスト
社会への編入や統合に関する諸条件を体系
的に整理しており、本研究を行う上で大きな
示唆に富む。移民政策、労働市場構造といっ
た移民のホスト社会における受け入れの文
脈を重視し、あわせて、移民自身の人的資本、
社会関係資本の果たす役割にも注目する。 
 申請者は、これまでにも、文部科学省の科
研費の助成を得て、2009 年度から 2011 年度
に、「国際移民の社会経済的地位上昇の可能
性」と題する研究プロジェクトを進めてきた。
そのなかで、日系ブラジル人の従業上の地位
の移動、かれらの子どもたちの教育達成、ト
ランスナショナルな移動と日本での社会経
済的地位との関係について、研究成果をまと
めてきた。とはいえ、これまでの申請者の研
究は、日系ブラジル人内部の階層的地位の相
違と日本人とブラジル人の相違に関心が限
定され、複数の国籍別の体系的な比較を通じ
て、移民の階層移動・地位達成について十分
な検討をしてこなかった。 
 
２．研究の目的 
  
本研究は、日本の移民研究にかけていた計
量的データによる国籍別比較を通じ、特定の
移民集団を越えて、人的資本・社会関係資本
が、どの程度、日本における移民の階層移
動・地位達成に寄与しているのか、そして、
移民集団ごとに異なる国際移動の文脈や受
け入れの文脈の相違が、かれらの日本社会で
の階層移動、地位達成とどのように関係して
いるのかを、体系的に明らかにする。主とし
て、静岡県庁が 2009 年 8 月に県内に居住す
る外国人住民を対象に行った質問紙調査の
データに依拠して検討する。また、この時期、
アメリカ発の経済危機によって、ブラジル人

をはじめとする多くの移民労働者が職を失
って失業している。そのため、移民の階層を
表す具体的な指標として、失業経験に着目し
た分析を行う。 
とりわけ、経済危機に伴う就業・失業の動
向について、移民集団間でいかなる相違が存
在するのかを把握する。その上で、移民集団
間の就業動向の相違は、人的・社会関係資本、
地域の受け入れの文脈、エスニック・コミュ
ニティ、労働市場への編入様式の相違によっ
て、どの程度説明できるのか、これらの要因
による説明力が、移民集団によってどの程度
異なるのか明らかにする。これらとあわせて、
移民の子どもたちの教育の動向にも着目し、
移民の世代間での階層的地位の再生産につ
いて検討する。移民家族の主観的な意味世界
として、家族の将来展望にも注目した分析を
行い、それらが、移民の階層移動とどのよう
な関係があるのかも明らかにする。 
 
３．研究の方法 
 
 本研究では、日本における国際移民の階層
移動・地位達成を明らかにするために、静岡
県庁が 2009 年に県内でも人口規模の大きな
7 カ国の国籍を有する外国人に対して行った
調査データを用い、これらの集団間を比較す
ることで、移民の第一世代の就業構造とその
子どもたちの教育達成が、どのような要因に
よって左右されているのかを明らかにする。
2009 年という時期は、経済危機の影響を大
きく反映していることから、今回の経済危機
が、移民の就業や子どもの教育にどのような
影響を及ぼしているかも、十分に考慮した分
析を行う。そのために、2007 年に静岡県庁
が県内のブラジル人を対象に行った調査の
データもあわせて用いる。 
 
 
４．研究成果 
  
 まず、経済危機に伴う移民の失業に関する
分析によって明らかになった知見について
述べる。移民の失業に関する研究は、とりわ
け、アメリカよりもヨーロッパ諸国で盛んに
行われてきた。これには、移民をとりまく福
祉・雇用レジームが大きく関係している。ア
メリカのような典型的な自由主義レジーム
の国では、失業時の社会保障の給付が十分で
ないことと、非熟練労働に対する労働市場に
おける需要が高いこともあり、他の国と比べ
て相対的に失業者が少ない。すなわち、非熟
練労働に従事する移民労働者は、たとえ、仕
事を失ったとしても、失業状態にとどまるこ
とが許されず、日々の生活を支えるために、
十分な賃金が支給されなくても、何らかの労
働に従事する選好をもつ。他方で、失業者に
対して手厚い失業給付が支給される場合、労
働者は自己の労働を安売りせずとも、失業状
態にとどまることが可能であるため、結果的



に失業率が高くなる。全体的な失業率の高さ
は、移民労働者にも波及し、移民の失業率も
全体として高くなりがちである。このような
事情から、ヨーロッパでは、移民の失業に関
する研究が行われてきた。それらによれば、
移民の失業は、人的資本論と分断労働市場論
によって説明がなされてきた。人的資本論で
は、人的資本の国境を越えた移転可能性の困
難さと、受け入れ社会に特有な人的資本の獲
得の重要性が、論じられてきた。分断労働市
場理論では、労働市場の分断構造が、労働市
場における移民労働者への需要を生み出し、
移民労働者の上昇移動を阻害すると論じて
きた。近年のグローバル化に伴う労働市場の
流動化とその失業への影響も、分断労働市場
理論の立場から理解されてきた。 
 これらの研究をもとに、日本における移民
の失業について考察する。日本の労働市場の
構造は、以前から、分断労働市場論によって
説明されてきた。日本における企業規模間の
労働市場の分断構造は、1980 年代における中
小企業での労働力不足から、非正規滞在の外
国人労働者の就労をもたらした。 
1990 年代以降は、日系人に対する合法的な
滞在資格の付与と研修・技能実習制度が、非
熟練労働に従事する移民労働者の供給に大
きく関わってきた。国際結婚によって日本に
居住する移民も多い。数は少ないが、難民と
して来日し、定住する人たちもいる。こうし
た様々な受け入れの文脈の相違が、今回の経
済危機に伴う失業にどのような影響を及ぼ
しているのか検討したところ、次の点が分か
った。出身国別に失業の対数オッズの違いを
見たところ、ブラジルとペルーで失業のオッ
ズが高く、インドネシアで失業のオッズが有
意に低いことが分かった。次に、回答者が研
修・技能実習生かどうかをコントロールした
ところ、インドネシア人に見られた失業の有
意差が消失した。すなわち、インドネシアで
有意に低い失業率は、研修・技能実習生の構
成効果によるところが大きいことを意味し
ている。日系人については、さらに他の諸変
数を考慮に入れて分析したところ、ブラジル
人については、失業の有意差は消え、ペルー
人にのみ他の集団との有意差が残った。ブラ
ジル人については、とりわけ、教育の効果を
コントロールすると、ブラジル人に高かった
失業傾向が消えた。ブラジル人についてはさ
らに、別のデータも考慮して分析すると、教
育の効果は、従業上の地位と関係しているこ
とが分かった。すなわち、低学歴の者ほど、
従業上の地位が、派遣・請負の間接雇用であ
り、その結果、失業の傾向が高くなる。他方
でペルー人の失業率の高さは、他の要因に還
元することができなかった。日本人の配偶者
がいる人たちに注目すると、男性と女性で異
なる傾向がみられた。日本人配偶者がいる外
国人男性の場合、失業率が低かったが、日本
人配偶者がいる外国人女性は、失業率に高い
傾向がみられた。日本人配偶者がいることの

効果は、ジェンダーによって異なることも分
かった。失業について、ベトナム系難民に特
有な傾向がないか確認したが、他の集団と比
較して顕著な傾向は見られなかった。 
以上の分析から、出入国管理政策によって
枠づけられた移民の受け入れの文脈は、経済
危機に伴う失業にも大きな影響を及ぼして
いることが分かった。加えて、労働市場にお
ける非正規雇用という位置は、経済危機に伴
う失業と大きく結びついていることも分か
った。 
さらに、ブラジル人を対象に、経済危機に
おける主観的な意味世界に注目するために、
かれらのメンタル・ヘルスについて分析を行
った。経済危機のなか、仕事を失い、非常に
不安定な状況におかれていることは、かれら
の精神的健康を大きく害し、抑うつを高めて
いると思われる。そのなかでも、かれらの社
会関係資本がどのような効果をもつか分析
したところ、ブラジル人同士の紐帯が、抑う
つを低める効果をもつことが分かった。さら
に、出身国とのトランスナショナルなつなが
りやこれまでの行き来が、精神的な健康状態
を高めることも分かった。筆者は、ブラジル
と日本との頻繁な行き来は、子どもの教育達
成に否定的な影響を及ぼすことを明らかに
しているが、この結果は、子どもの教育に及
ぼす結果とは食い違うものであった。このよ
うに、移民の親世代と子世代では、出身国と
の頻繁な行き来がもたらす効果が異なるこ
とを明らかにした。 
子どもたちの教育達成については、ブラジ
ル人に限定したところ、父親が非正規雇用に
従事していること、母親が働いていないこと
は、高校進学の確率を低めることが明らかに
なった。経済危機において、移民の失業率が
急激に増大し、十分な所得が得られない中で、
移民の子どもたちの教育達成を大きく押し
とどめることが、分析からうかがえた。 
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